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指摘事項 
 

 評価できる点 
A型肝炎ウイルス（HAV）の排除機構及び肝臓での感染維持機構を、マウス
モデルを用いて明らかにした。HAVは世界的に急性肝炎の主な原因の一つであ
り、糞便中と肝臓内での HAV動態の理解は、アウトブレイクへの対策を検討
する際にも重要な成果として評価できる。 

 
 疑問点、改善すべき点 
T細胞が肝臓内に持続する HAV RNA 複製や病態再燃の制御に必須ではな
いことを明らかにしたものの、病態再燃の克服に有用な情報であるかは明確で

はない。今後、肝臓内に HAV RNA が持続する分子機構のさらなる解明を期
待する。 
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